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「子どもの村東北」 の経緯

「子どもの村東北」 全景

飯沼一宇理事長 （元石巻赤十字病院院長） あいさつ

年月日 内　　容

2011年３月11日 東日本大震災。 東北３県で震災孤児は

241 名、 片親を亡くした子どもは約 1500

名。 震災孤児は、 宮城県で 126 名。

2012年６月 福岡の支援を受けて、 NPO 法人 「子ど

もの村東北」 設立総会、同年 10 月許可。

2013年１月現在 個人正会員 30 名、 支援会員 130 名。

人材育成研修会を実施している。

2014年12月 「子どもの村東北」 の開村 !!

東北３県の震災孤児と遺児の状況

宮城県 岩手県 福島県 合計

震災孤児 126 名 94 名 21 名 241 名

養
育
内
訳

施設入所 2名 0名 0名 2名

親族等に
よる養育

124 名 94 名 21 名 239 名

合計 126 名 94 名 21 名 241 名

震災遺児 902 名 481 名 139 名 1522 名

2012 年 10 月現在　厚生労働省 （各県資料）

病
院
に
連
れ
て
く
る
よ
う
指
示

し
た
が
、
少
年
は
そ
の
ま
ま
親

類
宅
か
ら
逃
亡
、
保
護
さ
れ
た
。

「
福
島
に
帰
り
た
い
」。
そ
う

訴
え
る
少
年
は
福
島
県
の
親
類

宅
に
移
さ
れ
た
が
、
そ
の
直
後
、

両
親
の
遺
骨
を
抱
い
て
海
に
身

を
投
げ
た
。』

　

さ
ら
に
、
上
掲
の
表
で
、
両

親
の
ど
ち
ら
か
を
亡
く
し
た
震

災
遺
児
が
１
５
０
０
名
を
超
え

る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
す
。

感
情
の
記
憶
は�

�

よ
み
が
え
り
や
す
い

　

心
理
の
専
門
家
は
、
よ
み
が

え
り
や
す
い
感
情
の
記
憶
の
引

き
金
に
な
る
も
の
と
し
て
、
以

下
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

①�

同
じ
よ
う
な
状
況
…
…
余

震
、
風
呂
、
津
波
警
報

②�

衝
撃
的
体
験
で
見
た
も
の

親
）
が
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
は
、
保

育
士
、
臨
床
心
理
士
、
小
児
科

医
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門

家
が
い
て
、
子
育
て
を
支
え
て

い
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
、
子
ど
も
が
自

立
す
る
ま
で
長
期
的
に
育
て
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
震
災
孤
児

を
含
め
た
長
期
養
育
の
子
ど
も

５
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
に
親
族
と
暮
ら
す
震
災
孤

児
を
含
め
た
12
人
を
、
一
時
的

に
受
け
入
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
村
の
活
動
の
基
本

は
、
設
立
総
会
で
謳
っ
た

①�

子
ど
も
た
ち
を
永
続
的
に

支
え
る
こ
と

②�

子
ど
も
の
権
利
を
尊
重
す

る
こ
と

③�

専
門
家
に
よ
る
支
援
体
制

を
充
実
さ
せ
る
こ
と

の
３
点
で
す
。

　

家
族
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も

た
ち
を
、
主
に
施
設
養
護
で
育

て
て
き
た
日
本
も
、
国
連
か
ら

３
度
の
勧
告
を
受
け
た
こ
と
も

あ
り
、
社
会
的
養
護
の
体
制
を

家
庭
的
養
護
を
増
や
す
方
向
に

転
換
し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も

の
村
東
北
」
は
、「
子
ど
も
の

村
福
岡
」（
日
本
初
の
「
子
ど

も
の
村
」
と
し
て
、
２
０
１
０

年
福
岡
県
福
岡
市
に
誕
生
）
と

連
携
し
な
が
ら
、
家
庭
的
養
護

の
モ
デ
ル
と
し
て
活
動
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

震
災
孤
児
の
状
況
と�

�

悲
し
い
事
件

　

東
北
３
県
の
震
災
孤
児
と
遺

　

村
は
、
日
本
で
最
初
の
子
ど

も
の
村
で
あ
る
福
岡
の
支
援
を

受
け
、
仙
台
市
か
ら
借
り
受
け

た
太
白
区
茂
庭
台
２
丁
目
に
建

設
し
、
２
０
１
４
年
12
月
に
開

村
し
ま
し
た
。

　

村
に
は
家
族
の
家
３
棟
（
将

来
５
棟
）
と
、
こ
れ
を
支
え
る

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

家
族
の
家
で
は
、
育
親
（
里

すべての子どもに愛ある家庭を
「子どもの村東北」　村長が語る
3・11震災孤児241名および

遺児1522名のその後の状況と課題

「
子
ど
も
の
村
東
北
」�と
は

　
「
子
ど
も
の
村
東
北
」
は
、

東
日
本
大
震
災
で
親
を
失
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
家
族
と
暮
ら
せ

な
い
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
的
環

境
の
も
と
で
養
育
す
る
里
親
の

村
で
す
。

児
の
状
況
は
、
上
掲
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　

多
く
の
震
災
孤
児
は
、
親
族

等
に
養
育
さ
れ
、
施
設
に
入
所

し
て
い
る
孤
児
は
ご
く
少
数
で

す
。
諸
外
国
で
あ
れ
ば
路
頭
に

迷
い
か
ね
な
い
災
害
孤
児
・
遺

児
た
ち
が
、
親
族
の
手
で
保
護

さ
れ
、
生
活
を
営
ん
で
い
る
と

い
う
現
実
が
、
美
談
と
し
て
報

道
さ
れ
て
い
る
と
も
聞
い
て
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
１

年
10
月
に
、「
震
災
孤
児
の
悲

し
い
事
件
」（
２
０
１
１
年
10

月
９
日
（
日
）
の
河
北
新
報
記

事
か
ら
）
と
し
て
報
道
さ
れ
た

出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
『
両
親
を
津
波
で
失
っ
た
福

島
県
の
10
代
の
少
年
が
兵
庫
県

の
親
類
宅
に
引
き
取
ら
れ
た
。

少
年
は
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て

自
傷
行
為
を
始
め
た
。
連
絡
を

受
け
た
田
中
准
教
授
は
急
い
で

「子どもの村東北」 村長

今野和則氏

前宮城県立石巻支
援学校長。宮城県
行政職を経て公立
小学校教員。宮城
県教育庁特別支援
教育室長補佐、気
仙沼支援学校長、
宮城教育大学付属
特別支援学校副校長を歴任。東北福祉大学
で後進を指導中。石巻市出身。
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『震災孤児を養育する親族里親の現状調
査と支援のあり方に関する検討』

村の入り口でのテープカット

ロバート ・ キャンベル東京大学大学院教授スピーチ

が
立
ち
直
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
震
災
か
ら
３
年
近
く

が
経
っ
て
も
精
神
的
に
不
安

定
な
児
童
も
見
ら
れ
た
。
こ

れ
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に

立
ち
直
れ
る
子
ど
も
ば
か
り

で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
支
援
が
必
要
な
と
こ
ろ

に
は
、
長
期
的
展
望
を
も
っ

て
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

（
３
）�こ
れ
ま
で
の
役
立
っ
た
支

援
と
今
後
必
要
な
支
援

　

支
援
は
大
き
く
は
二
つ
に

分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
物
質

的
支
援
と
精
神
的
支
援
で
あ

る
。
物
質
的
支
援
で
は
、
金

銭
的
支
援
が
役
立
っ
た
と
答

え
て
い
る
方
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
精
神
的
支
援
で
は
、

「
児
童
相
談
所
の
対
応
や
支

援
」「
学
校
に
配
置
さ
れ
て

い
る
臨
床
心
理
士
に
よ
る
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
な
ど
の
記

述
が
あ
っ
た
。

　

今
後
必
要
な
支
援
と
し
て

は
、「
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
里

親
の
集
い
」「
里
親
が
２
、３

日
休
め
る
よ
う
な
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
の
よ
う
な
制
度
」
な

ど
が
あ
っ
た
。

子
ど
も
の
村
東
北
の
役
割

　

こ
の
報
告
書
の
結
び
で
、「
子

ど
も
の
村
東
北
」
の
役
割
を
考

察
し
て
い
ま
す
。
以
下
で
す
。

　
『
子
ど
も
の
村
東
北
は
、
東

日
本
大
震
災
の
後
、
子
ど
も

の
村
福
岡
の
支
援
を
受
け
て

２
０
１
２
年
６
月
10
日
に
設
立

さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
る
。

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
法
人
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
子

ど
も
の
村
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」
の
理
念
に
基
づ
い
て
設
立

さ
れ
、
運
営
し
て
い
く
。
そ
の

目
的
は
、
東
日
本
大
震
災
の
震

災
孤
児
を
第
一
義
と
し
て
、
社

会
的
養
護
を
必
要
と
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
愛
あ

る
家
庭
」
を
提
供
す
る
こ
と
で

あ
る
。
２
０
１
４
年
12
月
に
開

村
し
た
。
村
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
生
活
す
る
「
家
族
の
家
」

だ
け
で 

は
な
く
、
里
親
を
支

援
す
る
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
も
設

立
さ
れ
た
。
震
災
孤
児
の
養
育

が
困
難
に
な
っ
た
と
き
に
は
積

極
的
に
児
童
を
受
け
入
れ
る
と

共
に
、
今
回
の
調
査
を
も
と
に
、

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の
事
業
を
工

夫
し
て
い
き
た
い
。』

　

ま
さ
に
、
子
ど
も
の
村
東
北

の
こ
れ
か
ら
の
役
割
が
端
的
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
開
村
後
約
１
年
を
経
て
、
幸

い
に
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
暖
か

い
応
援
が
あ
り
、
社
会
的
養
護

に
関
す
る
研
修
会
を
開
い
た
り
、

地
域
の
方
々
を
招
い
て
の
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

た
り
、
ま
た
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
学
習
活
動
や
災
害
復
興
支

援
の
創
作
活
動
を
行
っ
た
り
と
、

多
彩
な
催
し
も
行
え
ま
し
た
。

　

1
月
で
、
見
学
者
を
含
め
た

来
村
者
は
２
０
０
０
名
を
超
え
、

多
忙
な
一
年
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、「
子
ど
も
の
村
東
北
」
の

理
解
と
支
援
が
広
ま
り
つ
つ
あ

る
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
村
東
北
」
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
、
多
く
が
企
業

や
個
人
か
ら
の
ご
支
援
に
依
存

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
永
続

的
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

…
…
同
じ
場
所
、
同
じ
景

色
、
似
た
よ
う
な
景
色

③�
衝
撃
的
体
験
で
聞
い
た
音

…
…
大
き
な
音

④�

似
た
よ
う
な
雰
囲
気
…
…

寒
さ
、
雪

⑤�

記
念
日
反
応
…
…
３
月
11

日

　

ま
た
、
別
離
を
体
験
し
た
児

童
は
、
ク
ラ
ス
替
え
や
卒
業
式

で
も
、
悲
し
い
感
情
の
記
憶
を

よ
み
が
え
ら
せ
る
場
合
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。

震
災
孤
児
へ
の
支
援�

�

と
課
題

　

宮
城
県
は
、
震
災
孤
児
等
へ

の
支
援
と
し
て
、

①�

経
済
的
支
援
（
み
や
ぎ
こ

ど
も
育
英
基
金
に
よ
る
就

学
等
支
援
事
業
）

②�

精
神
的
支
援
（
児
童
相
談

所
の
支
援
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
里

親
会
に
よ
る
支
援
や
民
間
団
体

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
）
に
よ
る
支

援
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
援
課
題
と
し
て
は
、
以
下

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

（
１
）�養
育
者
の
約
半
数
は
高
齢

の
祖
父
母

①�

祖
父
母
も
親
族
を
亡
く
し

て
い
る

②�

子
ど
も
の
心
の
傷
へ
の
対

応
に
苦
慮

（
２
）�児
童
相
談
所
や
里
親
会
が

支
援

①�

支
援
を
求
め
な
い
親
族
里

親
②�

個
人
情
報
保
護
の
た
め
情

報
が
少
な
い

　

さ
ら
に
、
経
済
的
支
援
は
あ

る
が
精
神
的
支
援
は
必
ず
し
も

行
き
届
い
て
い
な
い
と
い
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。

『
震
災
孤
児
を
養
育
す

る
親
族
里
親
の
現
状
調

査
と
支
援
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討
』

　

そ
こ
で
、
子
ど
も
の
村
東
北

で
は
、
２
０
１
４
年
１
月
に
、

三
菱
財
団
助
成
事
業
と
し
て
、

標
記
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

以
下
に
、
そ
の
概
要
と
考
察
を

紹
介
し
ま
す
。

１　

概
要

　

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

震
災
孤
児
と
な
っ
た
児
童
の
ほ

と
ん
ど
は
親
族
に
育
て
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
実
態
や
課
題
は

明
確
で
は
な
い
。
震
災
孤
児
を

養
育
し
て
い
る
里
親
が
ど
ん
な

こ
と
に
困
り
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
望
ん
で
い
る
か
把
握
す
る

た
め
、
東
北
３
県
の
児
童
相
談

所
の
協
力
を
得
て
、
２
０
１
４

年
１
月
に
親
族
里
親
を
対
象
と

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。

　

東
北
３
県
か
ら
72
件
の
回
答

が
得
ら
れ
た
。
調
査
結
果
を
分

析
し
、
親
族
里
親
の
現
状
や
課

題
を
ま
と
め
、
支
援
の
あ
り
方

を
検
討
し
た
。

　

震
災
直
後
は
精
神
的
に
不
安

定
な
児
童
が
多
か
っ
た
。
そ
の

後
の
親
族
の
努
力
や
児
童
相
談

所
等
の
支
援
に
よ
り
、
親
族
も

児
童
も
、
全
体
的
に
落
ち
着
い

て
き
て
い
る
、
と
い
う
調
査
結

果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
震
災

か
ら
３
年
近
く
が
過
ぎ
て
な

お
、
精
神
的
に
不
安
定
な
児
童

が
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
ま

た
、
親
族
家
庭
の
経
済
的
問
題

が
大
き
い
こ
と
が
特
に
目
立
っ

た
。
代
替
養
育
を
希
望
す
る
里

親
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
が
、

一
時
的
に
児
童
を
養
育
し
里
親

が
休
息
で
き
る
レ
ス
パ
イ
ト
を

希
望
す
る
里
親
は
い
た
。

２　

考
察

（
１
）�震
災
で
親
を
亡
く
し
た
児

童
と
親
族
里
親
に
つ
い
て

　

今
回
の
調
査
分
析
対
象
里

親
72
名
の
内
、
半
数
以
上
の

42
名
が
祖
父
母
で
あ
っ
た
。

60
歳
以
上
の
親
族
里
親
38
名

が
育
て
て
い
る
里
子
は
50
名

で
、
そ
の
内
12
歳
以
下
の
子

ど
も
は
15
名
い
た
。
養
育
の

心
配
を
し
て
い
る
里
親
が
い

た
。
里
親
の
高
齢
化
に
伴
い
、

児
童
を
養
育
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
は
、
子
ど
も
の
村
東

北
は
積
極
的
に
受
け
入
れ
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済

面
で
の
生
活
に
つ
い
て
不
安

を
持
っ
て
い
る
親
族
里
親
が

多
く
い
た
。

（
２
）子
ど
も
た
ち
の
様
子

　

震
災
直
後
は
片
親
や
両
親

を
亡
く
し
た
子
ど
も
は
衝
撃

的
体
験
と
大
き
な
喪
失
体
験

を
味
わ
い
、
引
き
取
っ
た
親

族
か
ら
見
る
と
大
き
な
問
題

行
動
が
目
立
っ
た
。
震
災
後
、

親
族
の
努
力
、
児
童
相
談
所

や
学
校
等
の
濃
密
な
支
援
に

よ
り
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
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山
の
料
理
が
出
ま
し
た
。

　

東
北
地
酒
の
方
は
、
青
森
の

「
作
田
」、
岩
手
の
「
七
福
神
」、

宮
城
の「
墨
廼
江
」、福
島
の「
大

七
生
酛
」
の
四
種
。
ど
れ
も
こ

れ
も
お
い
し
い
。

　

渋
谷
で
出
た
東
北
地
酒
は
、

青
森
の
「
八
仙
」、
宮
城
か
ら

は
「
一
の
蔵
」
と
「
男
山
」、

岩
手
の
「
浜
千
鳥
」
の
四
種
。

こ
ち
ら
も
お
い
し
い
。

　

料
理
は
、
刺
身
が
す
ご
か
っ

もっと多くの人々に知って欲しい
うまい東北地酒と三陸の海鮮

十三浜のワカメ出現でサプライズ

第 16 回　三陸酒海鮮会の日本橋開催
第 18 回　三陸酒海鮮会の渋谷開催

た
。
平
目
、
ア
ワ
ビ
、
カ
レ
イ
、

タ
ラ
、
ホ
タ
テ
、
イ
カ
、
ゲ
ソ
。

な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な
い
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
で
す
。

　

他
に
き
ん
き
鍋
や
さ
さ
か
ま

ぼ
こ
な
ど
多
数
出
て
、
お
腹
い

っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
の
宮
城
県
石

巻
市
北
上
町
十
三
浜
の
ワ

カ
メ
を
使
っ
た
料
理
二
種

　

渋
谷
開
催
で
は
、
突
然
の
サ

プ
ラ
イ
ズ
に
、
筆
者
は
あ
わ
や

涙
が
出
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
い
う
の
も
、
宮
城
県
石
巻

市
北
上
町
十
三
浜
産
の
ワ
カ
メ

を
使
っ
た
料
理
が
二
種
類
出
現

し
た
こ
と
で
し
た
。

　

筆
者
は
か
つ
て
、
北
上
町

十
三
浜
の
郷
土
芸
能
で
あ
る

「
大
室
南
部
神
楽
」
復
活
活
動

を
支
援
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
開
催
日
少
し

前
、
そ
の
「
大
室
南
部
神
楽
」

復
活
の
経
緯
が
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
、
筆
者
の
高
校
後
輩

家
族
が
出
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
は
店
の
側
に

は
何
も
知
ら
せ
て
い
な
い
は
ず

な
の
に
、
ど
ん
な
い
き
さ
つ
か

存
じ
ま
せ
ん
が
、
こ
う
し
た
出

会
い
に
驚
き
、
感
激
し
、
ご
縁

に
感
謝
し
た
次
第
で
す
。

　

あ
ま
り
に
も
多
く
の
偶
然
が

た
く
さ
ん
重
な
り
、
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
今

後
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
よ
う

と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 地酒ラインアップ ・ ・ ・渋谷

十三浜のワカメを使ったギョウザ ・ ・ ・渋谷

地酒ラインアップ ・ ・ ・日本橋

刺身と焼き牡蠣 ・ ・ ・日本橋

【生ニシン料理完成 ・ ・ ・ 今回、 入手したの

はたまたま白子と数の子が入った２匹の生ニ

シンでした】
郷土料理愛好家　
　　　　松本由美子氏

白子と数の子の両方が入っている

【生ニシン料理】

第19回 水産業再興の

ための料理レシピ紹介

春が旬のニシンには脂がのっ
ています。小樽沿岸には群来
で押し寄せています。スーパ
ーにもたくさん生ニシンが並
んでいます。 梅干しはお好み
でどうぞ。水揚げが多い旬に
一度たべてみてはいかがでし
ょうか。

ー簡単レシピー

『材　料』　�生ニシン ２匹 、梅干し 1 個 、ネギ 1 本 、水 300cc、 酒 50cc、 味醂 大 3、 �
醤油 大 2 

『作り方』　① 生ニシンは、内臓をとり、鱗もとって、3等分にして綺麗に洗います。 ② 
圧力鍋に水、味醂、酒、梅干し、醤油を入れ良く混ぜます。 ③ 調味料に火を通し、生
ニシンを投入したら、圧力鍋で３０分煮ます。火を止め、圧力が抜けるまで放置します。
④ 圧力が抜けたら、蓋をはずし魚を盛り付けたら、鍋を再び火にかけます。とろっとと
ろみがついたら、魚にかけます。 ⑤ ネギはぶつ切りにして、焼きグリルで焼き目が付
くまで焼きます。お魚に添えて完成。

＊　�圧力鍋を使い、煮てみました。とろける旨さに濃厚ながらさっぱりとした梅の後味で。煮

汁でご飯が、お酒がとまらぬ美味しさ。 梅干しは、昨年の手作り梅を一個使いました。

　

二
月
の
三
陸
酒
海
鮮
会
は
、

十
八
日
（
木
曜
日
）
に
日
本
橋

開
催
、
二
十
七
日
（
土
曜
日
）

渋
谷
開
催
と
ほ
ぼ
連
チ
ャ
ン
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
橋
で
は
、
久
々
の
牡
蠣

料
理
で
し
た
。
定
番
の
焼
き
牡

蠣
と
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
煮
の
二

種
。
や
は
り
三
陸
の
牡
蠣
は
違

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
盛
り
沢
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５
回
目
の
「
３
・
11
」

　
「
３
・
11
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
５
回
目
の
３
月

11
日
が
や
っ
て
き
た
。「
３
・

11
」
の
前
後
は
毎
年
、
震
災
に

関
す
る
新
聞
記
事
、
特
別
番
組
、

関
連
イ
ベ
ン
ト
が
増
え
る
。
そ

れ
は
そ
れ
で
、
震
災
へ
の
関
心

を
喚
起
し
、
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
効
果
は
あ
る
と
言

え
る
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

震
災
や
そ
れ
を
含
む
自
然
災
害

に
つ
い
て
は
こ
の
日
に
だ
け
考

え
れ
ば
そ
れ
で
済
む
も
の
で
は

な
く
、
年
間
を
通
し
て
継
続
し

て
考
え
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

後
で
紹
介
す
る
「
仙
台
防
災

枠
組
２
０
１
５

–

２
０
３
０
」

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
世
界
で

は
こ
の
10
年
間
に
、
災
害
の
発

生
に
よ
っ
て
、
70
万
人
以
上
が

死
亡
し
、
１
４
０
万
人
以
上
が

負
傷
し
、
約
２
３
０
０
万
人
が

住
む
家
を
失
い
、
15
億
人
以
上

の
人
々
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
災

害
の
影
響
を
受
け
た
。
経
済
的

損
失
は
合
計
で
１
兆
３
千
億
ド

ル
以
上
に
も
上
っ
た
と
い
う
。

自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
・
減

災
は
不
断
の
努
力
が
必
要
で
あ

る
。
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し

た
私
た
ち
は
と
り
わ
け
、
そ
の

経
験
を
踏
ま
え
た
防
災
・
減
災

対
策
に
つ
い
て
引
き
続
き
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

「
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５

–

２
０
３
０
」
の
採
択

　

そ
う
し
た
中
で
昨
年
、
ひ
と

際
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
が
昨
年
４

月
、
仙
台
市
内
で
開
催
さ
れ

た
。
第
３
回
国
連
防
災
世
界
会

議
で
あ
る
。
本
体
会
議
に
世
界

１
８
７
カ
国
か
ら
６
５
０
０
名

超
の
関
係
者
が
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
行
政
、

研
究
者
だ
け
で
な
く
一
般
市
民

も
多
数
足
を
運
び
、
実
に
延
べ

15
万
人
超
の
参
加
者
が
集
っ
た
。

参
加
国
数
や
そ
の
参
加
者
数
は

も
ち
ろ
ん
、
全
体
の
参
加
者
数

が
15
万
人
に
も
上
っ
た
と
い
う

の
は
、
日
本
で
開
催
さ
れ
た
国

連
関
係
の
国
際
会
議
の
中
で
も

史
上
最
大
級
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、「
防
災
に
対
す

る
国
際
社
会
の
政
治
的
な
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
を
得
て
、
防
災
の

主
流
化
を
進
め
る
上
で
、
大
き

な
成
果
と
な
っ
た
」
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
特
筆
し
た
い
の
は

市
民
参
加
の
多
さ
で
、
未
曽
有

の
震
災
体
験
を
踏
ま
え
、
防
災

に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
意
識
の

高
さ
が
窺
え
る
。

　

こ
の
会
議
で
は
「
仙
台
防
災

枠
組
２
０
１
５

–

２
０
３
０
」

が
採
択
さ
れ
た
。
国
連
防
災

世
界
会
議
は
過
去
３
回
、
い

ず
れ
も
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。

１
９
９
４
年
に
第
１
回
会
議
が

横
浜
で
行
わ
れ
、
初
の
国
際
的

な
防
災
・
減
災
の
指
針
と
な
る

「
よ
り
安
全
な
世
界
に
向
け
て

の
横
浜
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
た
。

第
２
回
は
阪
神
淡
路
大
震
災
を

経
験
し
た
神
戸
で
２
０
０
５
年

に
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
は
さ

ら
に
具
体
的
な
指
針
と
し
て

「
兵
庫
行
動
枠
組
２
０
０
５

–

２
０
１
５
」
が
採
択
さ
れ
、

２
０
１
５
年
ま
で
の
10
年
間
に

防
災
・
減
災
に
関
し
て
各
国
が

達
成
す
べ
き
目
標
と
重
点
行
動

が
設
定
さ
れ
た
。

　

第
３
回
の
仙
台
で
の
会
議
で�

は
こ
の
「
兵
庫
行
動
枠
組
２
０�

０
５

–

２
０
１
５
」
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
て
、
今
後
２
０
３
０

年
ま
で
の
15
年
間
、
各
国
の
行

動
の
指
針
と
な
る
も
の
で
、
期

待
さ
れ
る
成
果
と
ゴ
ー
ル
、
７

つ
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
タ
ー
ゲ
ッ

ト
」、
13
の
「
指
導
原
則
」、
４

つ
の
「
優
先
行
動
」
が
設
定
さ

れ
た
。

　

期
待
さ
れ
る
成
果
は
、
今
後

15
年
間
で
「
人
命
・
暮
ら
し
・

健
康
と
、
個
人
・
企
業
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
国
の
経
済
的
・
物

理
的
・
社
会
的
・
文
化
的
・
環

境
的
資
産
に
対
す
る
災
害
リ
ス

ク
及
び
損
失
を
大
幅
に
削
減
す

る
」
こ
と
で
、 

こ
の
成
果
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
ゴ
ー
ル
は

「
ハ
ザ
ー
ド
へ
の
暴
露
と
災
害

に
対
す
る
脆
弱
性
を
予
防
・
削

減
し
、
応
急
対
応
及
び
復
旧
へ

の
備
え
を
強
化
し
、
も
っ
て
強

靭
性
を
強
化
す
る
、
統
合
さ
れ

か
つ
包
摂
的
な
、
経
済
的
・
構

造
的
・
法
律
的
・
社
会
的
・
健

康
的
・
文
化
的
・
教
育
的
・
環

境
的
・
技
術
的
・
政
治
的
・
制

度
的
な
施
策
を
通
じ
て
、
新
た

な
災
害
リ
ス
ク
を
防
止
し
、
既

存
の
災
害
リ
ス
ク
を
削
減
す

る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
そ
の
進
捗
状
況
の
評

価
の
た
め
に
、「
災
害
に
よ
る

死
亡
者
数
の
２
０
２
０
年
か
ら

２
０
３
０
年
の
平
均
値
を
２
０�

０
５
年
か
ら
２
０
１
５
年
ま
で�

の
平
均
値
に
比
し
て
低
く
す

る
」
な
ど
７
つ
の
「
グ
ロ
ー
バ�

ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」
を
設
定
し
、

ま
た
、
枠
組
の
実
施
に
当
た
っ

て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
、「
各

国
は
災
害
リ
ス
ク
を
防
止
し
、

削
減
す
る
第
一
義
的
な
責
任
を

有
す
る
」
な
ど
13
に
ま
と
め
て

示
し
て
い
る
。

　

４
つ
の
「
優
先
行
動
」
は
、

①
災
害
リ
ス
ク
の
理
解
、
②
災

害
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
災
害
リ

ス
ク
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、

③
強
靱
性
の
た
め
の
災
害
リ
ス

ク
削
減
へ
の
投
資
、
④
効
果
的

な
災
害
対
応
へ
の
備
え
の
向
上

と
、
復
旧
・
復
興
過
程
に
お
け

る
「
よ
り
良
い
復
興
（Build 

Back Better

）」 

で
、
そ
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
国
家
レ
ベ

ル
及
び
地
方
レ
ベ
ル
」、「
世
界

レ
ベ
ル
及
び
地
域
レ
ベ
ル
」
で

の
具
体
的
な
行
動
が
示
さ
れ
て

い
る
。

仙
台
・
東
北
こ
そ「
枠
組
」

に
基
づ
い
た
対
策
を

　

重
要
な
の
は
、こ
う
し
た
各

国
の
防
災
・
減
災
に
向
け
て
の

行
動
指
針
に「
仙
台
」の
名
が
冠

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
既

に
参
加
国
の
中
に
は
こ
の
枠
組

に
基
づ
い
て
自
国
の
防
災
・
減

災
計
画
を
策
定
す
る
動
き
も
出

て
い
る
と
い
う
。
そ
う
し
た

国
々
の
中
に
は
、
こ
の
枠
組
に

あ
る
「
仙
台
」
に
対
し
て
関
心

を
持
つ
人
も
出
て
く
る
に
違
い

な
い
。
さ
ら
に
そ
の
中
に
は
、

実
際
に
こ
の
枠
組
が
採
択
さ
れ

た
仙
台
に
実
際
に
足
を
運
ん
で

み
る
人
も
い
る
に
違
い
な
い
。

そ
う
し
た
時
に
採
択
さ
れ
た
仙

台
を
含
む
、
震
災
か
ら
の
復
興

を
目
指
す
東
北
で
、
こ
の
「
仙

台
防
災
枠
組
」
が
知
ら
れ
て
い

な
い
、
あ
る
い
は
活
用
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た

と
し
た
ら
、
か
な
り
失
望
さ
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
開

催
地
、
そ
し
て
開
催
地
の
あ
る

地
域
と
し
て
、
私
た
ち
は
、
他

の
地
域
よ
り
も
さ
ら
に
こ
の

［
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５

–

２
０
３
０
］
に
関
し
て
理
解
を

深
め
、
実
際
に
行
動
に
移
し
て

い
く
責
務
が
あ
る
と
思
う
の
で

あ
る
。

　

と
は
言
え
、
外
務
省
に
あ
る

［
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５

–
２
０
３
０
］
の
和
訳
、
し
か
も

仮
訳
を
読
ん
で
も
そ
れ
が
行
政

レ
ベ
ル
で
は
と
も
か
く
、
私
た

ち
市
民
レ
ベ
ル
で
ど
う
落
と
し

込
ん
で
い
け
る
の
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確

に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。「
Ⅴ
．
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
役
割
」
の
と
こ
ろ
に
わ

ず
か
に
記
載
が
あ
る
く
ら
い
で

あ
る
。

(http://w
w
w
.m
ofa.go.jp/

m
ofaj/files/000081166.
pdf

）
「
市
民
向
け
解
説
冊

子
」
の
発
行

　

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

実
に
素
晴
ら
し
い
冊
子
を
防

災
・
減
災
日
本
Ｃ
Ｓ
Ｏ

–

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
作
成
し
て
く
れ
た
。

［
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５

–

２
０
３
０
］
の
市
民
向
け
解
説

冊
子
で
あ
る
。
３
月
12
日
か
ら

配
布
を
始
め
て
お
り
、
国
連
防

災
世
界
会
議
開
催
か
ら
１
年
に

な
る
の
を
機
に
仙
台
市
内
で
開

催
さ
れ
た
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ

ー
ラ
ム
会
場
で
も
来
場
者
に
配

布
さ
れ
た
他
、
の
み
や
ぎ
連
携

復
興
セ
ン
タ
ー
、
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
で
も
希
望
者
に

無
料
で
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
は
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
る

（http://jcc-drr.net/w
pJD
/�

w
p
-co
n
ten
t/u
p
lo
ad
s/�

2016/03/SFDRR_2a.pdf

）。

　

Ａ
５
判
40
ペ
ー
ジ
の
分
量
で
、

［
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５

–

２
０
３
０
］
に
あ
る
、
世
界
各

国
で
今
後
２
０
３
０
年
を
目
標

に
実
践
さ
れ
る
防
災
・
減
災
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、「
市

民
と
し
て
ど
の
よ
う
に
行
動
す

べ
き
か
」
に
重
点
を
置
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
先
ほ
ど
挙
げ
た
４

つ
の
「
優
先
行
動
」
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
市
民
レ
ベ
ル
で
何
が

で
き
る
か
を
示
し
た
「
市
民
の

行
動
ま
と
め
」
が
付
さ
れ
て
お

り
、
大
い
に
参
考
に
な
る
。
ぜ

ひ
ご
一
読
を
お
薦
め
し
た
い
。

　

市
民
レ
ベ
ル
と
い
う
点
で
言

え
ば
、
こ
の
解
説
冊
子
が
配
布

さ
れ
た
仙
台
防
災
未
来
フ
ォ
ー

ラ
ム
も
実
に
有
意
義
な
企
画
で

あ
っ
た
。
仙
台
お
よ
び
東
北
で

復
興
や
防
災
・
減
災
に
取
り
組

ん
で
き
た
市
民
、
行
政
、
研
究

者
な
ど
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
事
例
を
発
表
し
合

っ
て
情
報
交
換
・
共
有
を
図
る

と
共
に
、
国
連
防
災
世
界
会
議

で
採
択
さ
れ
た
「
仙
台
防
災
枠

組
２
０
１
５

–

２
０
３
０
」
を

踏
ま
え
て
今
後
の
活
動
の
方
向

性
や
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策

を
検
討
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

っ
た
。
今
回
も
行
政
関
係
者
や

研
究
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

参
加
も
多
く
、
依
然
防
災
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
が
表
れ
て
い

る
よ
う
に
思
っ
た
。
で
き
れ
ば

こ
う
し
た
企
画
を
今
回
限
り
の

も
の
に
せ
ず
、
年
に
一
回
程
度

開
催
し
て
、
市
民
が
参
加
で
き

て
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
考
え

る
場
を
確
保
す
る
と
共
に
、
そ

こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
内
外
に

発
信
す
る
と
い
う
こ
と
を
継
続

し
て
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

国
だ
け
で
な
く
個
人
も

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
を

　

仙
台
で
の
国
連
防
災
世
界
会�

議
で
は
、災
害
に
対
す
る「
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
」
の
強
化
を
急
ぐ
と�

い
う
決
意
も
示
さ
れ
た
。「
レ
ジ�

リ
エ
ン
ス
」と
い
う
の
は
元
々

は
物
理
学
の
用
語
で
「
外
力
に

よ
る
歪
み
を
跳
ね
返
す
力
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
が
、
災
害
関

連
で
は「
回
復
力
」の
意
味
で
使

わ
れ
る
。つ
ま
り
、「
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
そ
の
構
成
部
分
が
重
大

な
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
影
響
を
適

時
か
つ
効
率
的
に
予
測
し
、
吸

収
し
、
対
応
し
、
あ
る
い
は
そ

こ
か
ら
回
復
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と
」
で
あ
る
。

　

な
お
、
政
府
は
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
を
「
強
靭
化
」「
強
靭
性
」

と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
る
。

震
災
後
に
制
定
さ
れ
た
国
土
強

靭
化
基
本
法
は
、「
必
要
な
事

前
防
災
及
び
減
災
そ
の
他
迅
速

な
復
旧
復
興
に
資
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す

る
」
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
災
害
に
対

す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
「
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
」、
心
理
学
の
分
野
で
は

「
し
な
や
か
で
折
れ
な
い
心
」

「
逆
境
か
ら
立
ち
直
る
力
」
と

い
っ
た
精
神
的
な
回
復
力
の
意

味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
考
え
て

み
れ
ば
、
災
害
か
ら
の
復
興
に

は
社
会
シ
ス
テ
ム
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
も
も
ち
ろ
ん
必
要
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
個
人
レ
ベ
ル

で
の
こ
の
心
理
学
で
言
う
と
こ

ろ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
ん
と
な
れ
ば
そ
の
社
会
を
構

成
す
る
の
は
紛
れ
も
な
く
、
一

人
ひ
と
り
の
個
人
だ
か
ら
で
あ

る
。

　

ハ
ー
ド
の
整
備
か
ら
心
の
ケ

ア
へ
と
震
災
復
興
に
お
け
る
重

点
事
項
も
そ
の
軸
足
を
少
し
ず

つ
移
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
そ
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

繰
り
返
し
自
然
災
害
に
襲
わ

れ
、
そ
の
度
に
立
ち
上
が
っ
て

き
た
私
た
ち
の
先
人
た
ち
は
き

っ
と
、
強
い
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を

持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
震

災
発
生
か
ら
５
年
目
を
迎
え
、

今
度
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
発
揮
す

る
の
は
私
た
ち
の
番
で
あ
る
。

執
筆
者
紹
介

大
友
浩
平

（
お
お
と
も
こ
う
へ
い
）

奥
州
仙
臺
の
住
人
。
普
段
は
出

版
社
に
勤
務
。
東
北
の
人
と
自

然
と
文
化
が
大
好
き
。
趣
味
は

自
転
車
と
歌
と
旅
。

「
東
北
ブ
ロ
グ
」

http://blog.livedoor.jp/
anagm

a5/

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

https://w
w

w.facebook.
com

/kouhei.ootom
o

「仙台防災枠組」を
踏まえた防災対策を
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そ
の
鉄
製
の
巨
大
シ
ャ
コ
の

「
操
縦
席
」
の
窓
は
、
右
手
側
、

左
手
側
に
四
つ
ず
つ
あ
っ
た
が

と
て
も
小
さ
か
っ
た
。
喜
善
が

覗
き
込
む
と
、
下
界
は
夕
陽
に

染
ま
る
一
面
の
黄
金
平
原
。
こ

の
不
思
議
な
乗
り
物
が
ぐ
ん
ぐ

ん
と
高
度
を
上
げ
、
二
人
が
巨

人
と
な
っ
た
時
の
よ
う
に
頭
上

に
雲
が
迫
っ
て
い
る
の
が
わ
か

っ
た
。

「
ど
ち
ら
へ
・・
行
く
の
か
ね
。」

　

賢
治
は
前
部
座
席
に
い
る
若

い
娘
―
ト
ヨ
と
同
じ
顔
を
し
た

―
に
尋
ね
た
。

「
ニ
グ
ヴ
ン
サ
イ
ド
。
す
ぐ
上

に
あ
る
。
宇
宙
な
。」

「
宇
宙
・
・
だ
っ
て
。
こ
れ
は

銀
河
の
果
て
ま
で
行
け
る
船
な

の
か
い
。」

「
果
て
ま
で
？
ま
あ
、
理
屈
上

は
行
け
な
い
事
も
な
い
が
・
・

途
中
で
死
ぬ
だ
ろ
う
な
、
途
轍

も
な
く
遠
い
か
ら
。
行
く
用
事

で
も
あ
る
の
か
。」

　

聞
い
て
い
る
よ
う
で
、
実
の

と
こ
ろ
心
こ
こ
に
あ
ら
ず
、
と

い
っ
た
賢
治
の
恍
惚
と
し
た
表

情
を
、
喜
善
は
見
て
い
た
。

「
生
き
て
、
宇
宙
を
旅
で
き
る

な
ん
て
・
・
・
」

　

い
や
し
か
し
、
わ
か
ら
な
い

部
分
が
多
す
ぎ
る
。
と
い
う
よ

り
、
ほ
と
ん
ど
が
謎
ば
か
り
だ
。

　

一
体
、
ど
こ
か
ら
切
り
出
せ

ば
い
い
か
？
第
一
、
こ
の
娘
、

ど
う
い
う
つ
も
り
で
素
性
の
わ

か
ら
な
い
男
二
人
を
同
乗
さ
せ

て
い
る
の
か
・
・
・
。

「
あ
の
、
私
は
佐
々
木
喜
善
。

こ
ち
ら
の
方
は
、
宮
澤
賢
治
君

で
す
。
二
十
世
紀
の
、
日
本
国

・
・
岩
手
県
の
住
人
で
す
。」

　

ま
ず
は
や
は
り
、
自
己
紹
介

だ
ろ
う
か
。

　

操
縦
席
の
複
雑
怪
奇
な
機
器

類
の
中
に
い
く
つ
か
の
鏡
が
あ

り
、
映
り
込
ん
だ
少
女
の
眼
が

驚
き
と
好
奇
心
に
輝
い
て
二
人

の
男
を
凝
視
す
る
の
が
見
え
た
。

「
貴
方
た
ち
が
・・・
へ
え
・・・
」

　

更
に
振
り
向
い
て
、
尚
も
彼

女
は
二
人
の
顔
を
眺
め
る
の
だ
。

　

何
だ
ろ
う
？
自
分
た
ち
を
知

っ
て
い
る
と
い
う
の
か
。

「
あ
の
・・
し
て
、
貴
女
は
？
」

「
私
は
、
ト
ヨ
ハ
。」

「
え
っ
！
？
と
よ
・
・
は
？
」

　

面
食
ら
う
。
ト
ヨ
な
ら
ば
、

や
っ
ぱ
り
！
と
思
う
の
だ
が
・

・
微
妙
に
違
う
。
同
一
人
物
で

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

「
さ
っ
き
は
失
礼
し
た
な
。
青

龍
が
自
動
運
転
に
な
っ
て
た
か

ら
・
・
傷
つ
け
よ
う
と
し
た
ん

じ
ゃ
な
い
ん
だ
。
捕
ま
え
て
収

容
し
よ
う
と
し
て
い
た
だ
け

で
。」

「
あ
、
あ
の
鎌
で
で
す
か
・・
」

「
普
通
あ
そ
こ
で
外
気
に
触
れ

て
い
た
ら
死
ん
で
し
ま
う
か
ら

な
。
今
こ
の
時
代
だ
が
、
二
十

二
世
紀
に
届
く
あ
た
り
だ
。
ニ

グ
ヴ
ン
サ
イ
ド
・
・
地
上
か
ら

十
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
空
を
飛

ん
で
い
る
東
世
界
の
方
舟
二
号

船
。
つ
ま
り
仮
小
屋
の
住
人

さ
。」

　

二
人
の
古

い
に
し
え

人び
と

は
目
を
見
合

わ
せ
た
だ
け
で
、
そ
の
驚
き
の

事
実
を
反
芻
す
る
。

「
貴
女
は
・
・
空
の
上
に
住
ん

で
い
る
の
か
。」

「
今
時
分
、
地
上
に
住
ん
で
い

る
人
間
な
ど
い
な
い
よ
。
放
射

能
が
強
す
ぎ
て
な
。」

　

フ
ラ
ン
ス
の
物
理
学
者
ベ
ク

レ
ル
が
放
射
能
を
発
見
し
た
一

八
九
六
年
、
そ
れ
は
ま
さ
に
賢

治
の
生
ま
れ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
キ
ュ
リ
ー
夫
人
が

ラ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
新
た
な
放
射

性
元
素
を
発
見
し
、
新
世
紀
の

若
者
ら
は
放
射
能
を
人
類
の
未

来
を
照
ら
す
希
望
の
よ
う
に
教

え
ら
れ
て
育
っ
て
き
た
の
で
あ

る
。

「
何
が
・
・
あ
っ
た
の
だ
。」

　

喜
善
は
、
賢
治
の
言
葉
が
異

様
に
震
え
る
の
を
聞
き
逃
さ
な

か
っ
た
。
娘
が
答
え
る
。

「
貴
方
達
は
遠
い
過
去
の
世
界

の
人
で
し
ょ
う
。
知
ら
な
い
方

が
い
い
ね
・
・
こ
の
後
、
も
と

の
時
代
へ
帰
る
の
な
ら
。」

　

無
論
、
賢
治
は
理
解
し
た
よ

う
だ
。
も
っ
と
も
、
昭
和
三
年

の
人
間
が
文
治
五
年
の
古
人
に
、

明
治
維
新
の
事
を
話
し
た
と
し

て
も
詮
無
き
と
同
じ
よ
う
に
、

我
々
が
二
世
紀
先
の
出
来
事
を

知
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
何
ら

害
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
な
い

・
・
喜
善
は
そ
う
考
え
た
の
だ

が
。

「
賢
治
君
・・
ど
う
し
ま
し
た
。」

「
近
年
、
放
射
線
の
危
険
性
を

指
摘
す
る
声
が
科
学
誌
な
ど
で

多
く
な
っ
て
い
ま
し
て
・
・
気

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
実
は

喜
善
さ
ん
、私
は
あ
の
石
に
―
」

　

そ
う
言
い
か
け
た
時
、
女
操

縦
士
が
邪
魔
を
し
た
。

「
見
ろ
！
西
世
界
の
方
舟
三
号

船
、ミ
ク
マ
ッ
ク
サ
イ
ド
だ
。」

　

途
轍
も
な
い
高
度
に
達
し
た

青
龍
号
の
頭
上
を
降
り
注
ぐ
よ

う
に
星
々
が
圧
倒
し
、
そ
の
中

に
明
ら
か
に
人
造
で
あ
る
巨
大

な
物
体
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
。

　

宇
宙
の
海
を
行
く
帆
船
・
・

賢
治
と
喜
善
が
そ
の
船
体
の
行

く
手
を
目
で
追
っ
た
そ
の
先
に
、

眼
下
に
広
が
る
、
蒼
く
輝
く
惑

星
を
初
め
て
確
認
し
た
の
だ
っ

た
。

＊

　

来
る
・
・
近
づ
い
て
い
る
。

　

泉
三
郎
・
忠
衡
は
向
山
を
対

岸
に
仰
ぐ
広
瀬
川
の
河
原
に
て
、

烏
兎
森
の
麓
・
郡
山
地
区
に
押

し
寄
せ
た
頼
朝
軍
の
息
吹
を
、

感
じ
取
っ
て
い
た
。

　

向
山
に
拠
点
を
置
い
て
い
た

国
衡
の
部
隊
も
慌
し
く
動
き
始

め
た
の
が
わ
か
る
。
遂
に
、
こ

の
国
分
が
原
・
宮
城
野
が
蹂
躙

の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
時
が
来
た

の
だ
。

「
よ
し
・
・
龍
よ
、
戦
う
か
。」

　

彼
は
広
瀬
の
川
面
へ
静
か
に

呼
び
か
け
た
。
穏
や
か
な
水
の

流
れ
が
乱
れ
て
斑
状
に
逆
流
し

た
か
と
思
え
ば
、
無
数
の
水
柱

や
水
鉄
砲
が
噴
出
し
た
り
渦
や

高
波
が
起
こ
っ
た
り
、
流
れ
が

完
全
に
断
ち
切
れ
て
川
底
が
丸

見
え
に
な
っ
た
り
と
異
常
に
し

て
神
秘
な
る
表
情
が
次
々
に
現

れ
る
。

　

忠
衡
が
満
足
そ
う
に
そ
の
光

景
を
眺
め
て
い
る
と
、
向
か
い

側
の
南
岸
に
一
人
の
細
身
の
武

者
が
立
ち
、
こ
ち
ら
を
見
て
い

る
の
が
わ
か
っ
た
。

「
お
う
・
・
河
田
・
・
次
郎
守

継
か
。
は
る
ば
る
比
内
か
ら
来

て
い
た
の
だ
な
。」

　

河
田
は
こ
ち
ら
へ
呼
び
か
け

て
き
た
。
そ
の
甲
高
い
声
は
よ

く
響
い
て
、
届
い
て
く
る
。

「
龍
使
い
殿
！
よ
き
水
の
流
れ
、

お
借
り
で
き
よ
う
か
。
俺
の
兵

ら
が
喉
を
乾
か
し
て
お
っ
て

な
」

「
い
い
と
も
、
穴
守
。」

　

そ
う
答
え
る
と
、
守
継
の
背

後
の
森
か
ら
、
長
弓
を
携
え
た

彼
の
兵
団
が
続
々
と
現
れ
て
川

面
へ
ど
っ
と
走
り
寄
っ
た
。
す

る
と
ど
う
だ
ろ
う
！
兵
ら
は
弓

を
捨
て
て
身
体
を
川
面
に
突
っ

込
み
、
次
々
に
水
中
へ
消
え
て

い
く
で
は
な
い
か
。

「
お
い
お
い
・
・
穴
守
、
そ
い

つ
ら
一
体
。」

「
兼
任
兄
か
ら
借
り
受
け
た
兵

だ
。
も
と
は
八
郎
湖
の
ワ
カ
サ

ギ
ど
も
よ
・
・
屈
強
だ
が
す
ぐ

水
を
欲
し
て
な
。」

　

魚
な
の
だ
か
ら
当
た
り
前
だ
。

「
そ
ち
ら
は
ど
ん
な
様
子
だ
、

穴
守
。」

「
敵
が
多
す
ぎ
る
な
。
今
は
国

衡
兄
と
、
兼
任
兄
が
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
が
、
じ
き
こ
こ
へ
達

す
る
」

　

西
木
戸
太
郎
、
大
河
次
郎
と

こ
の
男
は
血
族
だ
。
八
郎
湖
の

王
、
田
沢
湖
の
姫
の
末
裔
で
あ

り
、
特
に
大
河
兼
任
は
彼
ら
龍

神
の
力
を
強
く
受
け
継
い
で
い

る
と
言
わ
れ
る
。

「
名
取
太
郎
の
動
き
は
あ
る

か
」

　

忠
衡
は
河
の
流
れ
の
中
へ
一

歩
踏
み
出
し
た
。
す
る
と
水
が

氷
の
よ
う
に
透
き
通
っ
た
背
び

れ
や
鱗
と
な
っ
て
青
年
の
身
体

を
乗
せ
、
河
を
横
断
し
て
運
ん

で
く
る
の
だ
っ
た
。
守
継
は
驚

き
感
心
し
な
が
ら
答
え
る
。

「
国
衡
兄
の
首
級
に
宿
っ
て
お

る
な
。
先
程
、
敵
に
幻
を
仕
掛

け
た
が
、
雷
神
に
遮
断
さ
れ
た
。

首
だ
け
で
何
と
か
す
る
し
か
な

か
ろ
う
が
・
・
飛
ん
で
い
っ
て

噛
み
付
こ
う
に
も
、
稲
妻
に
打

た
れ
て
仕
舞
に
な
る
や
も
な
。」

　

河
田
は
山
伏
集
団
も
組
織
し
、

人
・
神
問
わ
ず
内
情
収
集
に
長

け
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
に
し
て

も
、
敵
側
の
雷
神
な
る
者
・
・

一
筋
縄
で
は
い
か
な
そ
う
だ
。

「
穴
守
よ
・
・
泉
小
天
狗
最
後

の
頼
み
、聞
い
て
く
れ
ま
い
か
」

　

守
継
の
鼻
先
に
辿
り
着
い
た

忠
衡
が
、
囁
い
た
。

「
ほ
う
、
ら
し
く
も
な
い
。
ど

う
し
た
、
神
妙
に
な
っ
て
。」

「
伊い

だ
て達
の
兄
を
、
比
内
ま
で
引

っ
張
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
の
だ
」

「
ふ
む
・
・
泰
衡
の
御
舘
を
」

「
兄
は
平
泉
で
頼
朝
を
待
ち
受

け
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

で
は
い
か
ぬ
。
生
き
延
び
て
も

ら
わ
ね
ば
。」

「
し
か
し
、
そ
れ
な
ら
ば
糠
部

に
向
か
わ
せ
船
に
乗
っ
て
戴
け

れ
ば
い
か
が
か
。」

「
穴
守
よ
・
・
伊
達
の
兄
が
向

か
う
は
北
の
渡
島
で
は
な
い
。」

　

天
狗
小
僧
の
眼
の
光
が
意
味

す
る
と
こ
ろ
を
察
し
、
河
田
次

郎
の
眼
も
ま
た
見
開
か
れ
て
い

く
の
だ
っ
た
。＊

　

大
河
太
郎
・
兼
任
を
取
り
囲

む
敵
は
一
万
騎
を
越
え
て
い
た
。

　

し
か
し
そ
の
槍
の
突
き
出
し

と
回
転
の
凄
ま
じ
さ
に
、
近
づ

こ
う
と
す
る
豪
胆
な
兵
は
た
ち

ど
こ
ろ
に
減
っ
て
い
き
、
一
万

騎
の
前
線
は
中
心
か
ら
後
退
す

る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

遠
目
に
こ
の
蛮
勇
大
立
ち
回

り
の
様
子
を
凝
視
し
て
い
た
頼

朝
は
命
じ
た
。

「
火
矢
を
放
て
。
北
へ
彼
奴
の

道
を
開
け
、
広
瀬
の
河
沿
い
へ

向
け
て
追
い
詰
め
よ
。」

　

東
国
の
兵
ら
は
、
即
座
に
兼

任
の
元
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
。
南

か
ら
燃
え
る
鏃
を
頂
く
幾
十
も

の
矢
が
放
た
れ
、
兼
任
を
襲
う
。

回
転
す
る
槍
が
火
矢
を
払
う
も

じ
り
じ
り
と
兼
任
は
北
へ
追
い

や
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

矢
の
数
は
ま
す
ま
す
増
え
、

い
つ
し
か
百
を
越
え
て
い
た
が
、

槍
の
回
転
が
あ
ま
り
に
鮮
や
か

な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
一
本
の
矢

も
兼
任
に
は
突
き
立
た
な
い
。

「
何
と
い
う
奴
だ
・
・
・
」

頼
朝
も
、
居
並
ぶ
諸
将
も
ほ
と

ほ
と
呆
れ
、
畏
れ
入
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
疲
れ
を
知
ら
ぬ

の
か
、
こ
の
化
け
物
・
・
・

「
山
か
ら
降
り
た
鬼
一
匹
に
い

つ
ま
で
も
手
こ
ず
っ
て
は
い
ら

れ
ぬ
・
・
一
刻
も
早
う
広
瀬
の

河
を
越
え
て
泰
衡
を
討
つ
べ
し
」

　

和
田
義
盛
が
苛
立
ち
を
見
せ

る
が
、
頼
朝
は
笑
み
さ
え
浮
か

べ
て
首
を
振
っ
た
。

「
も
う
昼
を
と
う
に
過
ぎ
た
。

兵
ら
に
メ
シ
を
取
ら
せ
ろ
。」

「
こ
こ
で
メ
シ
、で
ご
ざ
る
か
」

「
あ
の
鬼
め
に
、
休
戦
を
申
し

入
れ
よ
・
・
駄
目
と
い
う
な
ら
、

こ
ち
ら
も
と
こ
と
ん
く
た
び
れ

果
て
る
ま
で
や
る
だ
け
だ
が

な
」

　

半
刻
の
ち
。
烏
兎
森
の
麓
、

郡
山
の
地
を
埋
め
尽
く
す
頼
朝

の
軍
隊
は
昼
食
の
為
の
野
営
に

入
っ
て
い
た
。
龍
が
蠢
い
た
か

に
見
え
た
妖
し
き
名
取
川
も
今

は
流
れ
が
穏
や
か
で
、
南
側
対

岸
の
平
野
に
は
残
り
の
大
軍
が

動
き
よ
う
も
な
く
、
や
は
り
休

息
の
時
を
過
ご
し
て
い
る
は
ず

だ
が
、
先
刻
か
ら
の
霧
が
晴
れ

ず
展
望
が
利
か
な
い
。

　

郡
山
の
北
に
は
再
び
奥
州
の

長
弓
部
隊
ら
し
き
者
ど
も
が
現

れ
、
大
河
兼
任
な
る
者
を
取
り

囲
ん
で
守
り
、
両
軍
は
監
視
し

合
っ
て
い
た
。

　

遠
祖
・
頼
義
の
築
い
た
舞
台

八
幡
社
に
陣
取
っ
た
頼
朝
が
梶

原
景
時
の
息
子
・
景
季
と
話
を

し
て
い
る
。

「
千
葉
の
軍
は
今
、
ど
の
辺
り

か
・
・
も
う
名
取
川
河
口
ま
で

達
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
先
に
越

え
ら
れ
た
か
も
知
れ
ぬ
な
。」

　

遥
か
東
の
海
側
は
、
千
葉
常

胤
と
八
田
知
家
率
い
る
軍
団
が

北
上
中
の
は
ず
だ
・
・
こ
ち
ら

も
十
万
近
い
兵
数
に
膨
ら
ん
で

い
る
と
聞
く
。

「
ど
う
で
ご
ざ
ろ
う
。
こ
こ
名

取
は
何
と
も
厄
介
な
魔
境
に
ご

ざ
れ
ば
・
・
あ
る
い
は
同
じ
く

難
儀
し
て
お
ら
れ
る
や
も
。」

「
烏
兎
森
の
鬼
頭
名
取
太
郎
に

・
・
蝦
夷
の
化
け
た
る
大
天
狗

か
。
平
泉
に
牛
耳
ら
せ
て
お
っ

た
う
ち
に
、
奥
州
は
と
ん
で
も

な
い
魑ち

み
も
う
り
ょ
う

魅
魍
魎
の
国
に
な
り
果

て
た
訳
だ
。」

「
今
日
の
う
ち
に
北
へ
脱
出
で

き
ま
し
ょ
う
か
。」

「
ふ
む
」

　

浮
か
ぬ
顔
の
若
武
者
を
横
目

に
、
握
り
飯
を
頬
張
っ
た
ま
ま

頼
朝
は
立
ち
上
が
る
。

「
ま
あ
、
そ
う
急
ぐ
事
も
な
い

・
・
夕
方
ま
で
探
検
で
も
し
よ

う
で
は
な
い
か
。
烏
兎
森
と
、

そ
れ
に
大
天
狗
の
砦
を
隔
て
る

大
峡
谷
も
な
。」

　
　

―
次
回
予
告
―

ま
さ
か
の
賢
治
さ
ん
宇
宙
へ
―

！
！
過
去
よ
り
ま
ず
、
地
球
へ

帰
っ
て
こ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

調
べ
た
ら
、「
サ
イ
ド
」
っ
て

昔
『
ガ
ン
ダ
ム
』
で
既
に
使
わ

れ
て
た
の
知
っ
て
驚
い
た
！
！

奥お
う

羽う

越え
つ

現げ
ん

像ぞ
う

氏
紹
介 

　

一
九
七
〇
年
山
形
県
鶴
岡
市

生
。
札
幌
、
東
京
を
経
て
、
仙

台
に
移
住
。
市
内
の
ケ
ル
ト
音

楽
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、
あ
ち

こ
ち
出
没
し
演
奏
す
る
。
フ
ィ

ド
ル
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
担
当
。

連載

むかしばなし

越えられぬ河

第三十四話
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シリーズ 遠野の自然

「遠野の啓蟄」

遠野 1000 景より

薄陽

のぞき

カモ

早春りんご園からのお六

積雪の朝

風囲い

斜陽と解氷

　

東
京
圏
で
は
、
三
月
に
な
っ

た
途
端
、
梅
も
い
っ
せ
い
に
開

花
し
、
急
に
気
温
も
二
十
度
を

越
え
て
、
五
月
の
陽
気
に
な
っ

た
か
と
思
い
き
や
、
一
転
し
て

冬
に
逆
戻
り
し
て
、
再
び
雪
が

舞
う
か
も
し
れ
な
い
一
日
を
迎

え
た
り
し
て
、
落
ち
着
か
な
い

こ
の
頃
で
あ
る
。

　

例
年
の
こ
と
で
も
あ
り
、
覚

悟
し
て
は
い
る
が
、
日
々
の
気

温
と
気
候
の
変
動
に
身
体
を
調

整
し
て
行
く
の
が
大
変
な
三
寒

四
温
の
時
節
を
迎
え
た
。

　

無
意
識
下
で
は
、
こ
の
変
動

を
調
整
す
る
の
に
か
な
り
の
体

力
を
消
費
し
て
い
て
い
る
に
ち

が
い
な
い
。
何
と
な
く
疲
れ
を

感
じ
る
。

＊

は
「
啓
蟄
（
け
い
ち
つ
）」
に

あ
た
る
が
、
遠
野
の
啓
蟄
は
大

分
先
の
よ
う
で
あ
る
。

　

む
ず
か
し
い
漢
字
の
「
啓

蟄
」
で
あ
る
が
、
意
味
は
、
土

　

昨
年
は
雪
の
到
来
が
遅
れ
た

遠
野
で
あ
る
が
、
三
月
初
め
に

は
ま
だ
雪
が
残
り
、
ま
た
新
た

に
雪
も
降
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
季
節
は
二
十
四
節
季
で

中
で
冬
眠
し
て
い
た
虫
た
ち
が
、

穴
を
ひ
ら
い
て
地
上
に
出
て
く

る
こ
ろ
を
指
す
。＊

　

当
然
な
が
ら
、
今
回
号
の
写

真
も
雪
の
情
景
が
多
い
。

　

ま
ず
は
「
斜
陽
と
解
氷
」。

沼
に
張
っ
た
氷
が
融
け
は
じ
め

て
い
る
。
確
実
に
春
は
近
づ
い

て
い
る
の
だ
。

　
「
早
春
り
ん
ご
園
か
ら
の
お

六
」
も
、
何
と
な
く
春
の
匂
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

　

と
は
い
え
、「
薄
陽
」
や
「
積

雪
の
朝
」
の
よ
う
に
、
陽
が
落

ち
、
雪
が
降
れ
ば
、
寒
い
遠
野

が
戻
っ
て
く
る
。「
風
囲
い
」

も
ま
だ
外
せ
な
い
。

　
「
金
ｹ
沢
稲
荷
神
社
（
村
兵

稲
荷
）」
は
、
陽
光
を
浴
び
、

こ
れ
か
ら
雪
が
融
け
て
行
く
前

で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
ん
な
中
で
、「
の
ぞ
き
」

の
三
匹
の
猫
が
愛
ら
し
い
。

　

カ
モ
も
つ
が
い
と
な
っ
て
、

恋
の
季
節
に
入
ろ
う
と
し
て
い

る
よ
う
だ
。

　

厳
し
い
冬
が
去
り
つ
つ
あ
る

遠
野
の
景
色
で
あ
る
。
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私
が
環
境
問
題
に
関
心
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
子
供

の
頃
に
森
林
伐
採
に
よ
っ
て
森

を
追
わ
れ
る
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン

と
い
う
記
事
に
衝
撃
を
受
け
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

中
学
に
入
学
し
た
頃
に
新
し

い
言
葉
を
知
る
。
地
球
温
暖
化

と
呼
ば
れ
る
も
の
だ
。

　

そ
れ
ま
で
は
酸
性
雨
や
砂
漠

化
、
水
質
汚
染
な
ど
の
あ
る
意

味
局
所
的
な
問
題
ば
か
り
取
り

上
げ
ら
れ
、
そ
の
理
不
尽
さ
に

子
供
心
な
が
ら
胸
を
痛
め
た
が
、

温
暖
化
に
関
し
て
そ
の
影
響
の

範
囲
は
こ
の
星
全
体
で
、
か
つ

予
想
さ
れ
る
影
響
も
甚
大
で
あ

り
解
決
に
は
人
類
の
総
力
を
挙

げ
て
取
り
掛
か
る
必
要
が
あ
る
。

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
開
発
し

て
い
く
こ
と
は
脱
原
子
力
だ
け

で
は
な
く
、
震
災
前
は
特
に
温

暖
化
に
対
す
る
有
効
手
段
と
し

て
の
意
味
合
い
が
強
か
っ
た
。

　

京
都
議
定
書
の
議
長
国
で
あ

る
我
が
国
も
本
来
で
あ
れ
ば
意

欲
的
な
政
策
を
立
て
ね
ば
な
ら

な
い
立
場
で
あ
る
が
現
状
は
最

も
温
室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る

石
炭
火
力
発
電
所
の
開
発
ラ
ッ

シ
ュ
の
時
代
を
甘
受
し
て
い
る
。

専
門
家
を
招
い
て
勉
強

会
を
開
催

　

温
暖
化
は
知
ら
ぬ
間
に
解
決

し
た
の
か
。
そ
れ
と
も
日
本
が

取
り
残
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

実
際
に
そ
の
場
所
に
赴
い
て

国
際
的
な
動
き
を
研
究
し
、
多

く
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

執
筆
し
て
い
る
東
北
大
学
の
明

日
香
壽
川
教
授
を
お
招
き
し
て

昨
秋
、
勉
強
会
を
開
催
さ
せ
て

頂
い
た
。

　

海
外
で
の
温
暖
化
に
対
す
る

市
民
運
動
は
大
変
に
勢
い
が
あ

り
、
近
年
で
は
数
十
万
人
規
模

の
デ
モ
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

温
暖
化
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
文
字

通
り
切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
。

　

私
が
温
暖
化
に
対
す
る
ア
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
風
力
発
電
を
選

択
し
た
の
も
石
炭
火
力
等
の
発

電
所
由
来
の
温
室
効
果
ガ
ス
が

実
に
３
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、

数
％
～
１
割
程
度
の
家
庭
部
門

の
対
策
で
は
不
十
分
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

　

震
災
前
に
叫
ば
れ
て
い
た
原

子
力
推
進
に
よ
る
温
暖
化
対
策

は
震
災
の
事
故
に
よ
り
危
険
性

が
明
確
と
な
り
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
開
発
へ
の
期
待
が
更
に
大

き
く
な
っ
た
。

　

私
が
大
学
院
時
代
に
研
究
を

の
た
め
の
協
議
会
が
発
足
し
、

温
泉
熱
を
取
り
入
れ
た
バ
イ
ナ

リ
発
電
に
よ
る
事
業
が
立
ち
上

が
る
。
元
は
廃
熱
と
し
て
処
分

さ
れ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使

い
、
要
の
温
泉
の
泉
質
に
は
影

響
を
与
え
ず
、
ま
た
採
算
も
取

れ
る
見
込
み
が
立
っ
た
事
業
は

地
域
住
民
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
、

観
光
客
の
誘
致
に
も
繋
が
っ
た
。

　

ま
た
こ
の
サ
イ
ト
で
は
堰
堤

を
用
い
た
小
水
力
発
電
事
業
も

同
時
に
行
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら

の
開
発
に
も
成
功
し
て
い
る
。

　

千
葉
氏
は
そ
の
経
験
の
中
で
、

事
業
開
始
ま
で
に
ぶ
つ
か
る
壁

や
有
効
な
手
段
、
組
織
作
り
な

ど
包
括
的
な
助
言
を
各
地
で
立

ち
上
が
り
つ
つ
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
伝
え
る
べ
く
各
地
を
奔

走
し
て
い
る
。

　

多
角
的
な
意
見
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
る
委
員
会
か
ら
得
ら

れ
た
見
識
を
積
極
的
に
我
々
の

活
動
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

電
力
系
統
の
専
門
家
に

意
見
を
伺
う

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
化
石

燃
料
を
使
わ
な
い
点
や
、
多
様

な
開
発
の
可
能
性
と
資
源
の
十

分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
等
メ
リ
ッ

ト
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
解
決
を
要
す

る
問
題
も
少
な
か
ら
ず
抱
え
て

お
り
、
未
だ
技
術
開
発
の
余
地

は
多
大
に
あ
る
。

　

そ
の
中
で
風
力
や
太
陽
光
は

変
換
対
象
と
な
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
不
安
定
性
が
出
力
に
顕

著
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

り
、
電
力
系
統
を
通
じ
て
設
備

全
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
懸

念
さ
れ
て
い
た
。

　

事
実
と
し
て
北
海
道
電
力
管

内
で
は
潤
沢
な
風
資
源
が
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
開
発
が
限
定
さ

れ
て
お
り
、
近
年
の
太
陽
光
発

電
の
大
量
導
入
に
よ
り
系
統
保

護
の
名
目
で
全
国
的
に
接
続
制

限
が
行
わ
れ
、
太
陽
光
だ
け
で

な
く
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
全

体
が
足
止
め
を
受
け
て
い
る
。

　

現
状
で
発
電
事
業
は
電
力
系

統
へ
の
接
続
無
し
に
は
難
し
い
。

　

今
後
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

開
発
の
あ
り
方
に
つ
い
て
我
々

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
説
明
会
で
参

加
者
に
お
伝
え
し
て
い
る
が
、

そ
の
核
と
な
る
電
力
系
統
の
問

題
に
つ
い
て
専
門
家
で
あ
る
東

北
学
院
大
学
の
呉
国
紅
教
授
に

助
言
を
求
め
た
。

　

私
の
恩
師
で
も
あ
る
呉
教
授

は
、
国
内
に
お
け
る
電
力
系
統

工
学
及
び
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
全

般
の
専
門
家
で
、
一
昨
年
は
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
世
界
最
先
端

の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
。

　

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
主
に

開
発
の
展
望
に
あ
た
る
多
種
多

様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
に
よ
り

実
現
す
る
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

を
中
心
に
そ
の
問
題
点
と
可
能

性
に
つ
い
て
助
言
を
頂
い
た
。

東北大学で温暖化研究を行う明日香壽川教授招いて勉強会開催

低炭素社会構築委員の様子。 は県内大学及び事業者で成され、 多
方面な分野に精通する有識者を交えて毎回活発議論が展開され。

電力系統工学の専門家である
東北学院大の呉国紅教授

イ
ベ
ン
ト
紹
介

　

４
月
２
日
に
東
北
大
学
に
て

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
地
域
を

変
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
東
北

で
活
動
し
て
い
る
団
体
が
集
ま

り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
に
招
待
頂

い
た
。
基
調
講
演
は
国
内
で
初

め
て
市
民
出
資
で
風
力
発
電
所

開
発
を
成
功
さ
せ
た
立
役
者
で

あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
環
境
エ

東
梅
祐
也 

（
と
う
ば
い
ゆ
う
や
）

石
巻
市
出
身
。

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
を
志
し
、
石

巻
工
業
高
校
電
気
科
、
東
北

学
院
大
学
電
気
情
報
工
学
科
、

同
大
学
大
学
院
に
て
修
士
号

を
取
得
。
現
場
で
の
仕
事
に

従
事
す
る
た
め
に
博
士
課
程

を
中
退
す
る
。

　

幼
い
頃
か
ら
動
物
が
好
き

で
、
将
来
は
環
境
問
題
の
解

決
に
貢
献
で
き
る
仕
事
に
つ

き
た
か
っ
た
が
、
徹
底
し
た

現
場
人
間
の
た
め
、
大
学
院

時
代
に
社
会
問
題
の
現
場
を

肌
で
感
じ
る
た
め
に
環
境
問

題
・
戦
争
・
貧
困
を
テ
ー
マ

に
地
球
一
周
の
一
人
旅
へ
。

　

帰
国
後
は
反
原
発
、
植
林
、

ゴ
ミ
拾
い
、
反
戦
デ
モ
に
チ

ャ
リ
テ
ィ
サ
ン
タ
、
自
身
の

旅
の
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
な
ど

様
々
な
活
動
を
行
う
。

　

そ
の
後
風
力
発
電
専
門
の

エ
ン
ジ
ニ
ア
と
な
り
、
主
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
従
事
。

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
退
職
し
て
か
ら

は
宮
城
に
戻
り
現
法
人
設
立
。

　

現
在
は
理
事
と
し
て
活
動

し
て
い
る
。

　

発
電
所
の
管
理
に
必
要
な

電
気
主
任
技
術
者
の
有
資
格

者
で
も
あ
る
。

ネ
ル
ギ
ー
政
策
研
究
所
の
所
長

を
務
め
る
飯
田
哲
也
氏
で
あ
る
。

　

今
号
で
紹
介
さ
せ
て
頂
い
た

心
あ
る
専
門
家
の
皆
様
と
活
動

を
支
え
る
市
民
メ
ン
バ
ー
。

　

我
々
は
決
し
て
大
き
な
組
織

で
は
な
い
が
、
一
市
民
組
織
が

実
現
し
て
こ
そ
意
義
の
あ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
な
る
と
思
う
。

　

そ
の
た
め
に
様
々
な
機
会
と

繋
が
り
、
そ
し
て
ご
厚
意
を
活

か
し
て
い
き
た
い
。

来
月
号
の
記
事

　

今
号
は
予
定
を
変
更
し
て
記

事
を
執
筆
さ
せ
て
頂
い
た
。
来

月
号
で
は
当
初
予
定
し
て
い
た

東
北
農
民
管
弦
楽
団
の
定
期
演

奏
会
の
報
告
と
被
災
地
を
支
援

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
ロ
ン
ド

ン
の
音
楽
家
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
執
筆
さ
せ
て
頂
く
予
定
で

あ
る
。

寄
稿
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

行
い
、
数
十
年
は
国
内
で
実
現

は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
洋

上
風
力
発
電
の
急
速
な
発
展
は

そ
の
裏
付
け
で
あ
る
と
感
じ
る
。

　

勉
強
会
は
多
忙
を
極
め
る
明

日
香
教
授
の
ご
厚
意
に
よ
り
無

償
で
行
っ
て
頂
き
、
貴
重
な
知

識
を
分
け
て
下
さ
っ
た
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
御

礼
を
言
わ
せ
て
頂
き
た
い
。

　

多
様
に
存
在
す
る
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
如
何
に
開
発
す
る
か
。

　

実
現
に
は
温
暖
化
の
解
決
然

り
、
そ
れ
に
は
多
様
な
知
識
と

経
験
の
集
約
が
必
要
で
あ
る
。

県
内
外
の
有
識
者
に
よ

る
委
員
会
へ
参
加

　

大
内
秀
明
東
北
大
学
名
誉
教

授
を
議
長
と
す
る
低
炭
素
社
会

構
築
委
員
会
は
仙
台
を
流
れ
る

広
瀬
川
水
系
に
注
目
し
、
そ
の

豊
か
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活

用
す
る
可
能
性
を
主
に
検
討
す

る
委
員
会
で
あ
る
。

　

委
員
は
県
内
の
様
々
な
大
学

の
教
授
や
事
業
者
、
そ
し
て
福

島
県
に
て
温
泉
熱
と
小
水
力
を

使
っ
た
発
電
事
業
を
成
功
さ
せ

た
㈱
元
気
ア
ッ
プ
土
湯
の
千
葉

訓
道
氏
で
構
成
さ
れ
る
。

　

私
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
い
う

立
場
で
こ
ち
ら
の
委
員
会
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、
別
サ

イ
ト
で
の
成
功
例
や
失
敗
例
に

つ
い
て
様
々
な
視
点
の
専
門
家

の
皆
様
の
意
見
交
換
か
ら
多
く

学
ば
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
全
く
の
未
経
験
か

ら
事
業
化
を
成
功
さ
せ
た
千
葉

氏
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
大
変
参
考

に
な
る
。
福
島
県
の
歴
史
あ
る

土
湯
温
泉
街
は
震
災
に
よ
っ
て

多
大
な
被
害
を
受
け
、
廃
業
に

追
い
込
ま
れ
る
旅
館
が
相
次
い

だ
。
そ
の
中
で
温
泉
街
の
復
興
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編集後記

「東北を世界に！」プロジェクト募集

• プロジェクト募集要領

① 東北の復興、活性化、再興を目的としたプロ

ジェクト企画であれば、何でも可

② 応募資格は特に定めず、 被災地、被災地以外

の居住も問わず、国籍・年齢・性別を問わず

③ 企画書のようなものがあれば可---形式自由

（プロジェクト名、プロジェクト期間、目的、どう

やって実現するかの手段、仲間などを明記して

いただきたいと思います）

④ 〆切はとくに設けません

「東北を世界に！」プロジェクト募集

• 連絡先／企画提出先
（郵送） 〒207-0005

東京都東大和市高木3-315-1
ホームタウン宮前2-2
電子タブロイド新聞【東北復興】 宛

（メール） yumuyu@wj8.so-net.ne.jp

• ご提案いただいた企画については、当新聞で責任をもって
検討させていただいた上で、企画開始に向けてのしかるべ
き方法・手段をご提案するなり、企画実現のための仲間を
募ってまいりたいと考えております。また、当新聞でご紹介さ
せていただきたいと思います。（氏名公表か非公表かはご相
談）

• たくさんのご提案をお待ちしています

や
は
り
六
年
目
以
降
の�

復
興
像
が
見
え
な
い
の
か

　

今
回
は【
東
北
被
災
地
に『
バ

ー
チ
ャ
ル
村
』
を
建
設
す
る
こ

と
に
つ
い
て
】。
こ
の
三
月
で

満
五
年
に
な
っ
た
。
当
然
な
が

ら
、
今
後
の
復
興
は
従
来
と
は

違
っ
た
も
の
に
な
る
必
要
が
あ

る
。
で
は
ど
う
い
っ
た
形
か
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

具
体
的
な
姿
が
な
い
。
そ
こ
で
、

試
案
と
し
て
『
バ
ー
チ
ャ
ル

村
』
を
創
設
し
、
そ
こ
を
新
た

な
復
興
の
起
点
と
し
た
い
と
考

え
た
。
回
答
者
数
は
十
一
名
。

　

⑤
「
本
格
的
支
援
に
被
災
地

へ
の
移
住
は
必
須
か
」
は
、
移

住
は
必
要
な
い
が
過
半
数
。

　

⑥
「
被
災
地
で
の
『
バ
ー
チ

ャ
ル
村
』
企
画
に
興
味
は
あ
る

か
」
は
、
半
分
近
く
が
「
興
味

あ
り
」。

　

⑦
「『
バ
ー
チ
ャ
ル
村
』の
具

体
的
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ
る
か
」

は
、「
ア
イ
デ
ィ
ア
は
考
え
ら

れ
る
」
が
、
具
体
的
に
は
「
思

い
つ
か
な
い
」
の
だ
ろ
う
か
。

　

⑧
「『
バ
ー
チ
ャ
ル
村
』
は

人
口
減
少
の
歯
止
め
に
な
る
と

思
う
か
」
は
、「
な
る
」
と
「
な

ら
な
い
」
が
同
数
。

　

⑨
「
被
災
地
で
の
『
バ
ー
チ

ャ
ル
村
』
は
復
興
に
役
立
つ

か
」
も
同
様
に
「
役
立
つ
」
と

「
役
立
た
な
い
」
が
ほ
ぼ
同
じ
。

　

⑩
「『
バ
ー
チ
ャ
ル
村
』
を

被
災
地
に
建
設
す
る
こ
と
に
賛

成
か
」
で
最
多
が
「
何
と
も
い

え
な
い
」
で
半
分
以
上
。

　

復
興
環
境
厳
し
く
な
る
中
で
、

新
た
な
復
興
の
姿
が
見
え
な
い

実
態
が
見
え
て
来
そ
う
な
ア
ン

ケ
ー
ト
の
印
象
で
あ
る
。

　

こ
の
三
月
十
一
日

で
震
災
発
生
満
五
年
。

ま
た
も
や
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
各
社
は
特
集
を

組
ん
で
、
こ
れ
で
も

か
と
洪
水
の
よ
う
な

番
組
編
成
で
あ
る
。

　

番
組
全
部
を
見
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
糸
井
重
里
氏
の
コ
メ

ン
ト
に
救
わ
れ
る
思
い
が
し
た
。

　

被
災
者
や
被
災
地
も
、
こ
う

し
た
番
組
を
見
た
ら
、
自
分
た

ち
が
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
と

感
じ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
要
す
る

に
、「
実
態
」
か
ら
大
き
く
「
ズ

レ
」
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

当
新
聞
は
、
当
然
な
が
ら
、

特
集
な
ど
念
頭
に
な
い
。

　

む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
震
災

の
側
面
を
取
り
上
げ
た
。

　

一
面
と
二
面
に
、
震
災
孤
児

と
震
災
遺
児
の
問
題
を
取
り
上

げ
た
。

　

ぜ
ひ
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い

た
だ
き
、「
実
態
」
を
知
っ
て

欲
し
い
と
思
う
。

　

記
事
中
に
あ
る
悲
惨
な
事
件

に
は
心
が
痛
む
。
子
供
た
ち
は
、

震
災
被
害
を
う
ま
く
言
え
な
い
。

言
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
被

害
が
小
さ
い
こ
と
は
な
い
。

　

大
人
に
な
れ
ば
、
冷
静
に
、

客
観
的
に
震
災
被
害
を
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
は
そ
れ

が
で
き
な
い
。
ま
し
て
や
親
と

い
う
最
大
の
後
ろ
盾
を
失
う
子

供
た
ち
は
、
世
界
が
消
滅
す
る

の
に
等
し
い
だ
ろ
う
。

　

筆
者
の
高
校
の
同
級
生
で
あ

る
こ
の
記
事
の
寄
稿
者
に
、
今

回
の
記
事
提
供
を
感
謝
し
た
い

と
思
う
。

第 45 号　ネットアンケート集計結果

【東北被災地に 『バーチャル村』 を建設することについて】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

NO. 質問と選択肢 回答数

① 住所

（１） 東北被災地 5

（２） 被災地以外の東北 3

（３） 東北以外 3

② 性別

（１） 男性 10

（２） 女性 1

③ 年齢

（１） 20 歳未満 0

（２） 20 歳以上 40 歳未満 1

（３） 40 歳以上 60 歳未満 7

（４） 60 歳以上 3

④ 『バーチャル村』 を知っていますか ?

（１） 名前は聞いたことがある 4

（２） 詳しく知っている 1

（３） 知らない 6

（４） いずれでもない 0

⑤ 本格的支援に被災地への移住は必須ですか ?

（１） やはり移住すべき 0

（２） 移住する必要はない 6

（３） 半移住くらいは必要だ 2

（４） いずれでもない 3

⑥ 被災地での 『バーチャル村』 企画に興味はありますか ?

（１） 興味ある 5

（２） あまり興味はない 2

（３） 何ともいえない 4

（４） いずれでもない 0

⑦ 『バーチャル村』 の具体的アイディアがありますか ?

（１） 思いつかない 3

（２） アイディアは考えられる 4

（３） 何ともいえない 4

（４） いずれでもない 0

⑧ 『バーチャル村』 は人口減少の歯止めになると思うか ?

（１） 歯止めになると思う 4

（２） 関係ない 4

（３） 何ともいえない 3

（４） いずれでもない 0

⑨ 被災地での『バーチャル村』 は復興に役立つか ?

（１） 役立つ 3

（２） 役には立たない 2

（３） 何ともいえない 6

（４） いずれでもない 0

⑩ 『バーチャル村』 を被災地に建設することに賛成か ?

（１） 賛成 3

（２） 反対 1

（３） 何ともいえない 6

（４） いずれでもない 1

■ （１）名前は聞いたことがある

■ （２）詳しく知っている

■ （３）知らない 

■ （４）いずれでもない

■ （１）興味ある

■ （２）あまり興味はない

■ （３）何ともいえない

■ （４）いずれでもない

■ （１）歯止めになると思う

■ （２）関係ない 

■ （３）何ともいえない

■ （４）いずれでもない

■ （１）賛成 

■ （２）反対

■ （３）何ともいえない

■ （４）いずれでもない

■ （１）役立つ 

■ （２）役には立たない 

■ （３）何ともいえない

■ （４）いずれでもない

■ （１）思いつかない

■ （２）アイディアは考えられる

■ （３）何ともいえない

■ （４）いずれでもない

■ （１）やはり移住すべき 

■ （２）移住する必要はない

■ （３）半移住くらいは必要だ

■ （４）いずれでもない

■ （１）20歳未満

■ （２）20歳以上40歳未満

■ （３）40歳以上60歳未満

■ （４）60歳以上

■ （１）東北被災地

■ （２）被災地以外の東北

■ （３）東北以外

■ （１）男性

■ （２）女性


